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●１．平成２６年度研修会終了報告 

■（１）第３６回 卒後研修会の終了報告（松本） 

 日時：平成２６年７月２７日（日曜日）１０：３０～１５:３０ 

 テーマ：「頸椎及びその周辺疾患に対する鍼灸手技療法」 

 講師：山口 智 氏（埼玉医科大学医学部講師） 

 過日、当センター本館会議室・実技室において、36 回目となる卒後研修会が開催されました。本研修

会は同窓会との共催で実施しており、卒業（修了）生 53 名の参加がありました。 

 昨年のアンケート結果から受講者のニーズ等を踏まえ、２年連続で山口先生をお迎えし、１時間の講

義、３時間の実技が行われました。 

 講義では基礎から病態・原因・鑑別・施術について臨床に直結したお話を分かりやすく、時にユーモ

アを交えながらご講演いただきました。また、実技では助手の方も加わり受講者が４台のベットに分か

れ、先生が移動しながら４つの治療パターンの具体的な刺入法やパルスを使用した施術を、実践的にご

指導いただき、施術の状態を受講者が手で触れて実感することができました。 

 また、大人数での実技をカバーするために、実技場面をビデオで撮り４台のモニター画面に映す工夫

をするとともに、今年度は質疑応答時間を長めに設定したこともあって、受講者からは、「実践的な実技

で大変良かった。頸椎症に対する考え方が少し変わったような気がする。」「講義にしても実技にしても

中身のある内容でとても満足した。特に実技での４台のベットの治療法はとても勉強になった、明日か

らの臨床に役立つ。」との感想が寄せられ、実のある研修会を実施することができました。 

---------------------------------------------------------------- 

■（２）宮崎県卒後巡回指導の実施報告（岩本） 

 平成２６年７月２１日（月曜日) 宮崎県宮崎市ニューウェルシティホテルで卒後巡回指導を実施しま

した。 

 参加人数は 18 名と多数の参加があり、卒業生の近況や昔話に花を咲かせたりなど、多くの情報交換を



行うことができました。また指導内容については以下の通りです。 

 ①演題：夏に多い冷え症 東洋医学的食養生で改善（安田晴幸） 

  実技 冷えを改善 免疫力を高めよう！スプーンを使った井穴刺激 

 ②演題：Ｍ－test の紹介と実技（岩本 稔） 

---------------------------------------------------------------- 

●２．お知らせ 

■（１）Ｅｙｅあいフェスタ開催のご案内（岩本） 

 日時：平成２６年１１月２９日（土曜日） 

 場所：ももちパレス 福岡県福岡市早良区百道 2 丁目 3 番 15 号 

 企画内容として理療科教官による公開講座、マッサージなどの体験コーナー、展示・相談コーナーを

予定しています。昨年とは開催場所が異なりますのでご注意ください。みなさんのご参加をお待ちして

います。 

---------------------------------------------------------------- 

■（２）第２３回あはき国家試験の日程 

 ①あん摩・マッサージ・指圧師試験 

  平成２７年２月２１日（土曜日） 

 ②はり師・きゅう師試験 

  平成２７年２月２２日（日曜日） 

 ※合格発表日：平成２７年３月２７日（金曜日）午後２時。 

---------------------------------------------------------------- 

●３．その他 

■（１）読者の皆様へお願い  

 読者の皆様、いつも理療メルマガをご愛読いただき誠にありがとうございます。 

 最近メールアドレスの変更手続き漏れから配信できないケースがみられます。 

 変更が生じた場合は是非係まで連絡してください｡ 

 よろしくお願いいたします｡ 

 【連絡先】 

 担当：理療メルマガ係(教務課 （藤井、今泉) 

 電話：０９２-８０６-１３６１ 平日の８時３０分～１７時 

 メールアドレス：riryoumailmaga-fukuoka@rehab.go.jp 

---------------------------------------------------------------- 

■（２）利用者募集について 

 国立障害者リハビリテーションセンター自立支援局福岡視力障害センターでは、視覚に障害のある方

のため、次のサービスを提供しています｡ 

 ①就労移行支援 

 【あん摩マッサージ指圧、はり、きゅう科 専門課程（修業年限３年間）】 

 ②自立訓練 （機能訓練） 

  歩行訓練・日常生活訓練・コミュニケーション訓練（点字・パソコン等）・補助具の活用等、個人の

状況やニーズに応じた訓練を行います｡ 



  利用を希望される方、お知り合いで視覚に障害がありお困りの方がいらっしゃいましたら、センタ

ーまで電話等でご相談下さい｡ 

  電話：０９２-８０６-１３６１（代表） 

  利用相談専用電話：０９２-８０７-２８４４ 

  メールアドレス：shienka-fukuoka@rehab.go.jp 

  ホームページ：ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｆｕｋｕｏｋａ-ｎｈｂ.ｇｏ.ｊｐ/ 

---------------------------------------------------------------- 

●４．編集後記 

■秋景色もひとしおの季節となりました皆様いかがお過ごしですか。 

メルマガ３４号（秋号）も無事発行送信することができました。 

これも皆様方のおかげとお礼申し上げます。 

さてこの秋、福岡センターではアイアイフェスタを予定しています。 

１１月２９日（土曜）の開催は例年より一月遅くなります。また、会場は福岡市早良区にある百道パレ

スになります。 

視覚に障害のある方のための催しが多数予定されています。 

是非お立ち寄りください。（今泉） 

---------------------------------------------------------------- 

■爽やかな秋晴れの頃となりましたが、読者の皆様いかがお過ごしでしょうか。 

ここ今津も日に日に秋が深まっています。 

読者の皆様は「秋」をどのように楽しんでおられますか。実りの秋、食欲の秋、スポーツの秋、行楽の

秋など秋を形容する言葉はたくさんありますが、秋の夜長、読書に挑戦するのはいかがでしょうか。 

私は視力の障害もあり読書は苦手でしたが、先生から「読書は心を耕す鍬（クワ）である」とのご指導

を賜りました。そして「良書から学べ」とも。励ましの言葉を贈ってくださった先生に今、感謝してい

ます。 

さあ、読者の皆様、この秋、何か一つ挑戦してみませんか 

共々に心の実り多い秋を満喫したいものです。（藤井） 

---------------------------------------------------------------- 


